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　高速点火方式によ るレーザー核融合は、中心点火方 式に 比べ 1110 程度の 小 さなエ ネ ルギ ー入力で
．1．分なターゲ ッ ト利得を得 られ る と ころ に 特徴が ある ．これ は 、点火に 必 要

な レ
ー

ザ
ー

シ ス テ ム の 条件 の緩和 とと も に 、低出力炉の 設計 可能性を意味する。
　 レーザー核融合炉におい て最 もクリテ ィ カルな問題は 、ターゲ ッ トの 燃焼によ り発生 する X 線お よび高エ ネルギー粒 子に よる 第 1 壁 のパ ル ス熱負荷 と、最終光学系に 対す る 中

性 子負荷 で ある 。炉壁を液体金属で 覆う液体壁方式を採用し 、許容パ ル ス 熱負荷を大きくして コ ス ト増に っ なが る炉チ ェ ンバ
ー

の 大型化を抑え る方法も考え られ てい るが 、液体

壁 では蒸 発した液体金属の存在が ターゲ ッ ト入射や レーザー照射を妨げ るため 、チ ェ ンバ ー環境が 回復するまで次の 照射 を行 うこ とがで きない 。この ため液 体壁方式で は照射 の

繰 り返 し頻度は数 Hz 程度に 制限 され る 。一方、レ
ーザー側は 数 10Hz の 繰り返し照射が可能で あ り、1 つ の レ

ーザーを 複数の 炉チ ェン バ
ー

に振り分けて 照射し 、レ
ー
ザ
ー

の 利

用 効率を 高め る設計も考え られ て い る 。

　 しか し、小パ ル ス 出力が 可能な 高速点 火では 、パ ル ス熱負荷 も低 く抑えられるこ とか ら、固体壁 であ っ て も比較

的 小さなチ ェ ンバ ーの 設計に 可能性が ある 。固体壁で あれ ばレ
ーザーの繰り 返し 照射頻度を 高め る こ とが で き るた

め 、単
一

チ ェンバ
ー

で 1 パ ル ス 出力が 小さ くと も核融合 出力を
一

定以上に 保 つ こ とは可能 である。こ の 固体壁 、単
．
チ ェ ンバ ー．小 出力レーザーの 高繰 り返し照射とい う設計方針は 、シ ス テムが単純かつ 小型で あるこ とか ら、経

済性の 面か らも有利となる可能性がある。また 、この設計方針のもとでは、小出力の レ
ー

ザ
ー
核融合炉の設 計にも

可 能性が 見出せ る。こ の よ うな小出力核融合炉の 設計は核融合エ ネルギーの オプシ ョ ン を増やす もの で あ り、総合 的

な核融合開発 の 観点か ら も 有意義で ある と考え られ る 。
　 そこ で我々は高速点 火レ

ー
ザ
ー

核融合炉の簡易な設計シス テ ムコ ードを開発し、上述した設計 指針に基 い た実用炉

設 計領域の 探索を行 っ て い る ．経済性が成 り立つ 範囲に 循環電力を抑え る た め に は 、タ
ーゲ ッ ト 利得と し て少な くと

も 100 以上が 必要で あるが 、高速点火方式ではアイ セン トロ ープ α ＝3、爆縮効率 η．＝5％ 、加熱効率 ηh ；20％

の 比較的保守的なパ ラメータにおい て も エ ネルギー入力 300kJ で ターゲ ッ ト利得が IOO を超 える 解が あ り、爆縮効

率等に 多少の 向上を 見込め ば 150 程度の タ
ーゲ ッ ト利得も達成可能であ る ｛図 1 ｝eこの ターゲ ッ トに よるパ ル ス 出

力は 45MJ であ り、炉チ ェ ン バ ー半径 が 5．6m あれば パ ルス 壁 負荷 をタン グステン の 融点を超 えない 2J！cm2 以下

に抑え るこ とがで きる。こ の ターゲ ッ トを 30Hz で繰 り返 し照射すれ ば 、核融合出力 1．2GW が達成可能で ある 。
　講演で は 具体的な 経済性評 価を＃め た 解析 の結果 をも とに 、こ の よ うな小出力の 固体壁 高繰 り返し炉の 設 計成立

領域に つ い て 報告す る 。
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図 1／ゲイ ン カ
ーブの 爆縮効率 依存性
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